
診療記録等の開示について 

 府中北市民病院は診療情報を積極的に提供することにより、患者さまが疾病と診療の内容を十分に理

解し、医療従事者と患者さまが共同して疾病を克服し、相互に信頼関係を築くことを目的として診療情

報の提供をおこないます。 

 

１．開示請求ができる範囲 

 診療継続中のものまたは診療完結後５年（法令で定められた保管期間）以内の診療録、看護記録、検

査記録、エックス線写真、手術記録、その他診療を目的として当院にて作成されたものとします。（他の

医療機関で作成された文書、検査記録等は開示の対象外となります。） 

 

２．開示請求ができる方 

 開示の請求ができるのは、原則として患者さま本人ですが、次に掲げる場合は、ご本人以外の方が開

示を求めることができます。ただし、本人以外による開示の請求は、本人の意思確認が出来る委任状を

添えておこなうものとします（本人が死亡されている場合を除く）。 

（１）患者さまご本人の同意を得た親族および法定代理人 

（２）満１５歳以上の未成年患者さまの同意を得た親権者および法定代理人 

（３）満１５歳未満の未成年患者さまの親権者および法定代理人 

（４）患者さまご本人が成人であるが合理的な判断がなし得ない場合において、実質的に患者さまの 

世話をしている親族及びこれに準ずる方 

（５）診療契約に関する代理権が付与されている成年被後見人 

（６）患者さまご本人が死亡された場合は、特例としてご遺族（配偶者、子、父母又は三親等以内の 

親族）を開示の対象者とします。 

 

３．開示方法 

 診療記録等の閲覧、口頭による説明、診療録の要約書の作成、診療記録等の写しの交付のいずれか 

 

４．開示請求に必要な書類等 

 開示請求する場合には、プライバシー保護のため身分を証明する書類が必要となります。 

 

５．診療記録等の開示に伴う費用は、保険外負担に関する事項 ５）カルテ開示関係料金をご参照 

ください。 
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